
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
一
日
提
出

質

問

第

八

七

号

「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
大
綱
」
の
閣
議
決
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

橘

慶

一

郎
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「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
大
綱
」
の
閣
議
決
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書

野
田
内
閣
は
平
成
二
十
四
年
二
月
十
七
日
、
「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
大
綱
」
（
以
下
、
「
大
綱
」
と
い
う
。
）
を
閣
議

決
定
し
た
が
、
こ
れ
は
去
る
一
月
六
日
に
閣
議
報
告
さ
れ
た
「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
素
案
」
（
以
下
、
「
素
案
」
と
い

う
。
）
を
概
ね
踏
襲
す
る
形
と
な
り
、
こ
の
間
に
政
府
内
で
検
討
が
深
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
、
素
案
は

社
会
保
障
部
分
と
税
部
分
で
書
き
ぶ
り
に
大
き
な
差
が
あ
り
、
大
綱
の
社
会
保
障
部
分
に
つ
い
て
は
、
当
然
、
書
き
ぶ
り
を
精

緻
な
も
の
と
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
大
綱
は
閣
議
決
定
文
書
と
し
て
は
異
例
な
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
見
方
か
ら
、
以
下
六
項
目
に
わ
た
り
質
問
す
る
。

一

大
綱
の
社
会
保
障
部
分
と
税
部
分
と
の
間
で
、
書
き
ぶ
り
が
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
を
伺
う
。

二

大
綱
の
社
会
保
障
部
分
に
お
け
る
「
〇
」
「
☆
」
「
・
」
の
使
い
分
け
の
考
え
方
を
確
認
す
る
。

三

大
綱
第
�
章
の
「
�
�
医
療
・
介
護
等
�
」
で
は
、
柱
立
て
が
「
（
�
）
」
、
「
�
」
の
順
で
あ
る
の
に
、
「
�
�
年

金
」
で
は
、
「
�
」
、
「
（
�
）
」
の
順
に
な
っ
て
い
る
旨
確
認
す
る
。
ま
た
、
両
者
で
柱
立
て
の
符
号
の
使
い
方
が
異
な

る
こ
と
は
、
適
当
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
内
閣
の
見
解
を
確
認
す
る
。

四

大
綱
の
文
書
審
査
は
、
内
閣
の
ど
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
な
さ
れ
た
の
か
、
伺
う
。

一



五

四
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
公
文
書
の
基
本
的
な
書
き
方
に
従
っ
て
審
査
を
し
た
と
言
え
る
の
か
、
内
閣
の
見
解
を
確
認
す

る
。

六

大
綱
は
、
書
き
ぶ
り
の
不
統
一
か
ら
し
て
、
閣
議
決
定
と
し
て
は
不
適
切
で
あ
り
、
内
容
的
に
も
よ
り
充
実
を
期
す
べ
き

も
の
と
考
え
る
が
、
内
閣
の
見
解
を
伺
う
。

右
質
問
す
る
。

二


